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 論 文 内 容 の 要 旨 
 
〔背景と目的〕 
大動脈弁狭窄症（ aortic stenosis： AS） は症状が出現してからの予後が不良であり、可
及的早期に手術を行うのが一般的である。近年、外科的手術の危険度が高く外科的大動脈
弁置換術(surgical  aortic  valve  replacement:  SAVR)が困難な症例に対して経カテーテ
ル大動脈弁留置術（ transcatheter aortic valve  implantation:  TAVI）の有用性が報告さ
れている。TAVIは開胸を必要としない点などでSAVRに比べて低侵襲であるが、TAVI自
























にそれぞれ測定し、推定糸球体濾過量(estimate glomerular filtrati on rate: eGFR)を算出した。低コ







120/100kV群で33.7 ± 4.7 mSv、70kV群で11.4 ± 1.7 mSvと低管電圧群では被ばく量が低値であっ











































有症性高度大動脈弁狭窄の連続 40 症例を対象とし、最初の 10 例を従来管電圧










推定糸球体濾過量を算出した。各レベルの血管の画質の評価は、Contrast to noise 
ratio (CNR)およびCT値を用いて行った。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
〔結果〕  
70kV群と120/100kV群間にて、Body mass indexに有意差(p=0.04)を認めたが、年齢、
性別、体重、腎機能、左室駆出率および大動脈弁弁口面積には有意差を認めなかった。
造影剤量は120/100kV群で77.7±17.7 ml、70kV群で30.9±7.1 mlであり、70kV群(低管電
圧群)で有意に少なかった(p<0.0001)。造影CT後3日以内の推定糸球体濾過量は両群で
差を認めなかった。造影剤腎症は低管電圧群で１例のみ発生したが、有意差は認めなか
った(p=0.66)。造影CTから1-3カ月後の推定糸球体濾過量の推移は、70ｋV群と比較し
て120/100kV群で有意に低下していた(p=0.004)。CT値とCNRは、いずれも70kV群と
比較して120/100kV群で高値であったが、両群とも各レベルの血管のCNRが7以上であ
った。平均実効線量は120/100kV群で33.7±4.7mSv、70kV群で11.4±1.7mSvであり、70kV
群(低管電圧群)にて被ばく量が有意に少なかった(p<0.0001)。 
 
〔総括〕  
本研究にて使用した低管電圧撮影プロトコルにて、従来法と比較して造影剤量を60%、
被ばく線量を65%までそれぞれ減少させることができた。一般的に低管電圧撮影では画
像ノイズが増加すること報告されているが、今回使用した第三世代192列二管球CTでは
従来の機種に比べて高い管電流を出力することができるため、ノイズを減少させること
が可能であった。一般的にCNRが3以上あれば画像評価が可能とされているが、今回使
用した低管電圧撮影プロトコルではCNR 7以上と十分な画質が得られていた。造影CT後
の急性期での腎機能は両群間に有意差を認めなかったものの、造影CTから1-3カ月後の
時点では従来管電圧群のみで腎機能が低下していた。この結果は造影剤量の低減が腎機
能保護に有用であった可能性がある。重症大動脈弁狭窄症の経カテーテル大動脈弁留置
術前評価において、第三世代192列二管球CTによる低管電圧撮影を行うことで造影剤使
用量および被ばく線量を減少でき、診断可能な画質を得ることができることを初めて明
らかにした点で新規性があり、医学における学術的重要性が高く、臨床的発展性が期待
される。以上より本審査会は本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
